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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に

帰属する四半期利益

四半期包括

利益合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 50,677 △12.4 2,556 △39.3 2,734 △33.0 2,003 △42.9 1,605 △39.4 1,751 △68.2
2025年３月期第１四半期 57,876 12.0 4,213 － 4,078 － 3,509 － 2,650 － 5,512 41.7

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 57.13 56.56
2025年３月期第１四半期 94.77 93.36

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者帰属
持分比率

１株当たり
親会社所有者
帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 177,512 66,306 64,242 36.2 2,284.52
2025年３月期 178,534 65,541 64,000 35.8 2,281.30

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 13.00 － 37.00 50.00
2026年３月期 －
2026年３月期(予想) 32.00 － 32.00 64.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 220,000 △3.6 13,500 13.8 12,500 15.4 10,000 △6.8 356.45

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 28,392,830株 2025年３月期 28,392,830株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 272,204株 2025年３月期 338,504株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 28,106,310株 2025年３月期１Ｑ 27,969,275株

(注) 期末自己株式数には、株式給付信託(BBT)制度に関する株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社

株式(2026年３月期第１四半期末270,300株、2025年３月期末336,600株)が含まれております。また、期中平均株

式数の計算において控除する自己株式数には、株式給付信託(BBT)制度に関する株式会社日本カストディ(信託Ｅ

口)が所有する当社株式の期中平均株式数(2026年３月期第１四半期284,616株、2025年３月期第１四半期421,800

株)が含まれております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等その他の関連する事項については、

添付資料３ページ「１．経営成績等の概況 (３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間の経営成績は、主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べておよ

そ９％減少し、設備売上も減少したことに加え、為替相場が円高水準に推移したことなどにより売上収益は506億77百

万円(前年同四半期比12.4％減)となりました。利益面では、固定費の圧縮や製造コストの削減に努めたものの減収影

響を補えず売上総利益は73億71百万円(同10.2％減)、その他の損益の悪化等もあり営業利益は25億56百万円(同39.3％

減)、税引前四半期利益は27億34百万円(同33.0％減)、親会社の所有者に帰属する四半期利益は16億５百万円(同39.4

％減)となりました。

セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの経営成績をより適切に把握するため、セグメント利

益を税引前利益から営業利益に変更しております。

この変更に伴い、文中の前年同四半期連結累計期間は変更後の測定方法を用いたうえで比較しております。

①日本

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べて減少しましたが、設備売上が増加したことな

どにより売上収益は149億72百万円(前年同四半期比17.7％増)となりました。利益面では、増収効果に伴い営業利益

は15億42百万円(同31.9％増)となりました。

②北米

主力得意先向けの自動車フレームの生産量及び設備売上が前年同四半期に比べ減少したことに加え、為替相場が

円高水準に推移したことから売上収益は269億53百万円(前年同四半期比13.6％減)となりました。利益面では、製造

コストの削減に努めましたが、減収影響を補えず営業利益は15億91百万円(同46.8％減)となりました。

③中国

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べて大きく減少したことに加え、為替相場が円高

水準に推移したことから売上収益は80億45百万円(前年同四半期比11.4％減)となりました。利益面では、生産台数

減少を踏まえた固定費の圧縮や製造コストの削減を図りましたが、営業利益は１億34百万円(同39.5％減)となりま

した。

④アジア

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べて大きく減少したことにより、売上収益は46億

85百万円(前年同四半期比22.0％減)となりました。利益面では、生産台数減少を踏まえた固定費の圧縮や製造コス

トの削減が奏功し、営業損失は１億９百万円(前年同四半期は営業損失２億42百万円)となりました。

なお、前連結会計年度において、報告セグメント「アジア」を構成しておりました、当社連結子会社H-ONE India

PVT., Ltd.については、2025年３月の株式譲渡に伴い、前連結会計年度において連結の範囲から除外しておりま

す。このため、当第１四半期連結会計期間より「アジア」報告セグメントから除外しております。

（２）当四半期の財政状態の概況

① 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における連結財政状態は、資産合計は1,775億12百万円(前連結会計年度末比10億21

百万円減)となりました。これは主に棚卸資産が増加した一方、営業債権及びその他の債権、その他の流動資産、持

分法で会計処理されている投資などが減少したことによるものであります。

負債合計は、1,112億６百万円(同17億86百万円減)となりました。これは主に借入金が増加した一方、営業債務、

その他の流動負債などが減少したことによるものであります。

資本合計は、663億６百万円(同７億64百万円増)となりました。これは主に利益剰余金の増加によるものでありま

す。親会社の所有者に帰属する持分比率は36.2％(同0.4ポイントのプラス)となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、192億73百万円(前連結会計年度末比36百万円減)と

なりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり



㈱エイチワン(5989) 2026年３月期 第１四半期決算短信

- 3 -

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは税引前四半期利益27億34百万円、減価償却費及び償却費22億51百万円を

ベースに、営業債権及びその他の債権の減少27億53百万円、棚卸資産の増加38億８百万円、営業債務の減少16億

83百万円などがありました。これらの結果、当第１四半期連結累計期間は15億96百万円の収入となり、前年同四

半期に比べ収入が25億37百万円減少しました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定資産の取得による支出27億70百万円があったことで

26億14百万円の支出となり、前年同四半期に比べ支出が10億73百万円減少しました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、主として短期借入金の増加13億９百万円、長期借入れによる収入46億

65百万円、長期借入金の返済による支出37億66百万円、配当金の支払額10億38百万円などがありました。これら

の結果、当第１四半期連結累計期間は９億93百万円の稼得(前年同四半期は12億79百万円の支出)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績につきましては、概ね公表済みの計画に沿って推移しており、2025年５月13日公表の業績予想に関して変更は

ございません。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 19,310 19,273

営業債権及びその他の債権 36,345 33,090

棚卸資産 26,544 29,855

その他の金融資産 819 654

その他の流動資産 3,343 2,601

流動資産合計 86,362 85,475

非流動資産

有形固定資産 68,599 68,822

無形資産 574 579

持分法で会計処理されている投資 8,873 8,448

退職給付に係る資産 5,936 5,966

その他の金融資産 6,982 7,085

繰延税金資産 542 579

その他の非流動資産 662 555

非流動資産合計 92,171 92,036

資産合計 178,534 177,512
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債及び資本

流動負債

営業債務 23,432 21,219

借入金 41,127 40,681

未払法人所得税等 241 776

その他の金融負債 4,986 5,370

その他の流動負債 9,231 7,798

流動負債合計 79,020 75,845

非流動負債

借入金 24,217 25,781

退職給付に係る負債 4,108 4,071

その他の金融負債 774 813

繰延税金負債 1,514 1,467

その他の非流動負債 3,358 3,227

非流動負債合計 33,972 35,360

負債合計 112,992 111,206

資本

資本金 4,366 4,366

資本剰余金 12,914 12,919

利益剰余金 27,840 28,408

自己株式 △239 △192

その他の資本の構成要素 19,117 18,739

親会社の所有者に帰属する
持分合計

64,000 64,242

非支配持分 1,541 2,063

資本合計 65,541 66,306

負債及び資本合計 178,534 177,512
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上収益 57,876 50,677

売上原価 △49,672 △43,306

売上総利益 8,204 7,371

販売費及び一般管理費 △3,995 △4,133

その他の収益 191 188

その他の費用 △187 △869

営業利益 4,213 2,556

金融収益 235 204

金融費用 △458 △301

持分法による投資利益 87 274

税引前四半期利益 4,078 2,734

法人所得税費用 △568 △730

四半期利益 3,509 2,003

四半期利益の帰属

親会社の所有者 2,650 1,605

非支配持分 859 397

四半期利益 3,509 2,003

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益(円) 94.77 57.13

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 93.36 56.56
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要約四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期利益 3,509 2,003

その他の包括利益

純損益に振替えられることのない項目

確定給付制度の再測定 △437 28

資本性金融商品の公正価値測定 △456 143

項目合計 △893 171

純損益にその後に振替えられる可能性の
ある項目

在外営業活動体の換算差額 2,339 △147

持分法によるその他の包括利益 557 △276

項目合計 2,896 △423

税引後その他の包括利益 2,003 △252

四半期包括利益合計 5,512 1,751

四半期包括利益合計額の帰属

親会社の所有者 4,547 1,228

非支配持分 965 522

四半期包括利益合計 5,512 1,751
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

(単位：百万円)

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

確定給付制
度の再測定

資本性金融
商品の公正
価値測定

在外営業活
動体の換算

差額
合計

期首残高 4,366 12,907 17,700 △298 2,464 3,055 14,985 20,505

四半期利益 － － 2,650 － － － － －

その他の包括利益 － － － － △409 △456 2,763 1,897

四半期包括利益合計 － － 2,650 － △409 △456 2,763 1,897

配当金 － － △223 － － － － －

所有者との取引額合計 － － △223 － － － － －

四半期末残高 4,366 12,907 20,127 △298 2,055 2,598 17,748 22,402

親会社の所有
者に帰属する
持分合計

非支配
持分

資本
合計

期首残高 55,181 373 55,555

四半期利益 2,650 859 3,509

その他の包括利益 1,897 106 2,003

四半期包括利益合計 4,547 965 5,512

配当金 △223 － △223

所有者との取引額合計 △223 － △223

四半期末残高 59,505 1,338 60,844
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当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

(単位：百万円)

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

確定給付制
度の再測定

資本性金融
商品の公正
価値測定

在外営業活
動体の換算

差額
合計

期首残高 4,366 12,914 27,840 △239 3,413 1,538 14,164 19,117

四半期利益 － － 1,605 － － － － －

その他の包括利益 － － － － △6 143 △513 △377

四半期包括利益合計 － － 1,605 － △6 143 △513 △377

配当金 － － △1,038 － － － － －

自己株式の処分 － 4 － 46 － － － －

所有者との取引額合計 － 4 △1,038 46 － － － －

四半期末残高 4,366 12,919 28,408 △192 3,407 1,681 13,650 18,739

親会社の所有
者に帰属する
持分合計

非支配
持分

資本
合計

期首残高 64,000 1,541 65,541

四半期利益 1,605 397 2,003

その他の包括利益 △377 125 △252

四半期包括利益合計 1,228 522 1,751

配当金 △1,038 － △1,038

自己株式の処分 51 － 51

所有者との取引額合計 △986 － △986

四半期末残高 64,242 2,063 66,306
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 4,078 2,734

減価償却費及び償却費 2,685 2,251

金融収益 △235 △199

金融費用 444 301

持分法による投資損益(△は益) △87 △274

有形固定資産売却損益(△は益) △27 △14

有形固定資産廃棄損 1 3

営業債権及びその他の債権の増減(△は増加) 32 2,753

棚卸資産の増減(△は増加) 1,865 △3,808

営業債務の増減(△は減少) △2,709 △1,683

退職給付に係る負債の増減(△は減少) 168 0

その他 △1,372 △525

小計 4,844 1,537

利息の受取額 73 53

配当金の受取額 465 575

利息の支払額 △439 △330

法人所得税の支払額 △810 △240

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,133 1,596

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,778 △2,770

有形固定資産の売却による収入 34 203

無形資産の取得による支出 － △37

その他の金融資産の取得による支出 △70 △64

その他 125 54

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,688 △2,614

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 2,232 1,309

長期借入れによる収入 2,524 4,665

長期借入金の返済による支出 △5,595 △3,766

リース負債の返済による支出 △218 △175

配当金の支払額 △223 △1,038

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,279 993

現金及び現金同等物に係る換算差額 637 △11

現金及び現金同等物の減少額 △196 △36

現金及び現金同等物の期首残高 18,892 19,310

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,695 19,273
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

(適用される財務報告の枠組み)

当社グループの要約四半期連結財務諸表(要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半

期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記)は、

株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項(ただし、同基準第５条第５項に定める記載の

省略を適用)に準拠して作成しており、国際会計基準第34号「期中財務報告」で求められる開示項目及び注記の一部

を省略しております。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報)

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、主に自動車部品を製造・販売しており、「日本」、「北米」(アメリカ、カナダ、メキシコ)、

「中国」、「アジア」(タイ、インドネシア)の各現地法人が地域ごとに連携しながら包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「北

米」、「中国」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。

(2) 報告セグメントの売上収益及び利益又は損失の金額に関する情報

① 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

日本 北米 中国 アジア 合計

売上収益

外部顧客に対する売上収益 11,656 31,215 9,007 5,997 57,876 － 57,876

セグメント間の内部売上収益 1,069 △5 70 10 1,145 △1,145 －

計 12,725 31,210 9,078 6,007 59,022 △1,145 57,876

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益)

1,169 2,990 223 △242 4,141 72 4,213

(注) １．セグメント間の内部売上収益は、総原価を勘案し、価格交渉のうえ決定した取引価格に基づいております。

２．売上収益の調整額は、セグメント間の内部売上収益消去額であります。また、セグメント利益又は損失(△)

の調整額は、セグメント間の内部利益消去額であります。

② 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

日本 北米 中国 アジア 合計

売上収益

外部顧客に対する売上収益 11,429 26,657 7,959 4,630 50,677 － 50,677

セグメント間の内部売上収益 3,542 296 85 54 3,979 △3,979 －

計 14,972 26,953 8,045 4,685 54,656 △3,979 50,677

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益)

1,542 1,591 134 △109 3,159 △602 2,556

(注) １．セグメント間の内部売上収益は、総原価を勘案し、価格交渉のうえ決定した取引価格に基づいております。
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２．売上収益の調整額は、セグメント間の内部売上収益消去額であります。また、セグメント利益又は損失(△)

の調整額は、セグメント間の内部利益消去額であります。

(3) 報告セグメントの変更等に関する事項

① 前連結会計年度において、報告セグメント「アジア」を構成しておりました、当社連結子会社H-ONE India

PVT., Ltd.については、2025年３月の株式譲渡に伴い、前連結会計年度において連結の範囲から除外しております。

このため、当第１四半期連結会計期間より「アジア」報告セグメントから除外しております。

② 当第１連結会計期間より、報告セグメントごとの経営成績をより適切に把握するため、セグメント利益を税引前

利益から営業利益に変更しております。

この変更に伴い、前第１四半期連結累計期間は変更後の測定方法を用いて記載しております。

(重要な後発事象)

(固定資産の取得)

当社は、2025年７月14日付の会社法第370条及び当社定款第26条の規定に基づく取締役会決議に代わる書面決議

により、生産構造の改革を目的に三重県亀山市の亀山・関テクノヒルズ工業団地に拠点を新設することを決議い

たしました。詳細につきましては、2025年７月14日公表の「東海地区における生産構造改革に関するお知らせ」

をご覧ください。

(子会社の設立)

当社は、2025年８月６日開催の取締役会において、子会社を設立することを決議いたしました。詳細につきま

しては、本日(2025年８月６日)公表の「アメリカにおける子会社設立に関するお知らせ」をご覧ください。


